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成
田
山
仏
教
図
書
館
蔵
忍
頂
寺
務
旧
蔵
本
に
つ
い
て

山

本

和

明

は

じ

め

に

川
端
論
文
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
忍
頂
寺
務
自
身
の
手
に
よ
っ
て
、
そ
の
蒐
書
は

存
命
中
に
多
く
図
書
館
等
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
今
日
確
認
し
う
る
中
で
は
、
神
戸
市

立
図
書
館
（
本
書
川
端
論
文
参
照
）・
成
田
図
書
館
（
現
成
田
山
仏
教
図
書
館
）・
天

理
図
書
館
に
纏
ま
っ
た
点
数
が
確
認
で
き
る
。
本
稿
は
、
成
田
山
仏
教
図
書
館
に
寄
贈

さ
れ
た
忍
頂
寺
務
旧
蔵
本
に
関
し
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
蒐
蔵
図
書
の
う
ち
、
特

に
注
目
す
べ
き
書
冊
に
つ
き
紹
介
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

成
田
山
仏
教
図
書
館
は
、
図
書
館
概
要
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
四
年
、
成
田
山
中
興

第
十
五
世
貫
首
石
川
照
勤
僧
正
に
よ
り
「
私
立
成
田
図
書
館
」
と
し
て
設
立
、
翌
年
開

館
公
開
さ
れ
た
。
現
在
は
成
田
山
仏
教
図
書
館
と
し
て
、(

財)

成
田
山
文
化
財
団
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
公
共
図
書
館
で
あ
る
。
同
図
書
館
の
蔵
書
は
今
日
、
検
索
シ
ス

テ
ム
「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ｅ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
っ
て
「
請
求
記
号
／

書
名
／
叢
書
名
／
著
者
名
／
出
版
年
月
日
／
出
版
社
」
と
い
っ
た
記
載
事
項
に
つ
い
て

検
索
可
能
で
あ
る
が
、
寄
贈
者
名
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。
今
般
の
調
査
に
あ
た

り
、
同
図
書
館
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
館
員
専
用
図
書
マ
ス
タ
デ
ー
タ
に
は
登
録
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
成
田
山
仏
教
図
書
館
の
ご
好
意
に
よ
り
、
同
デ
ー
タ
に

よ
り
検
索
い
た
だ
き
、
ヒ
ッ
ト
し
た
一
三
九
件
の
図
書
す
べ
て
に
わ
た
り
稿
者
が
実
見

し
、
取
り
纏
め
た
も
の
が
、
後
掲
「
成
田
山
仏
教
図
書
館
所
蔵
一
覧
」
で
あ
る
。
昭
和

六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
よ
り
、
書
物
を
点
検
さ
れ
て
遡
及
的
に
デ
ー
タ
登
録
が
な
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
忍
頂
寺
務
に
よ
る
寄
贈
本
の
デ
ー
タ
と
し
て
相
応
に
取
り

纏
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
成
田
山
仏
教
図
書
館
に
心
よ
り
深

謝
申
し
上
げ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
寄
贈
図
書
印
等
に
よ
る
確
認
ゆ
え
、
印
の
捺
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
如

何
と
も
し
が
た
い
。
た
と
え
ば
「
陳
書
」
一
〜
十
、
十
二
（
昭
和
六
年
八
月
〜
十
六
年

五
月
、
神
戸
陳
書
会
）
な
ど
の
収
蔵
も
成
田
山
仏
教
図
書
館
に
確
認
さ
れ
て
お
り
（
請

求
№
チ
一
一
六
）、
お
そ
ら
く
務
に
よ
る
寄
贈
書
と
目
さ
れ
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
確

定
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
ま
だ
他
の
書
籍
類
が
務
に
よ
り
寄
贈
さ
れ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
大
略
は
確
認
し
得
た
と
し
て
宜
し
か
ろ
う
。

寄
贈
は
数
度
に
渉
っ
て
い
る
。
詳
細
は
後
掲
「
成
田
山
仏
教
図
書
館
所
蔵
一
覧
」
を

確
認
い
た
だ
き
た
い
が
、
神
戸
市
立
図
書
館
蔵
忍
頂
寺
旧
蔵
本
一
覧
（「
寄
贈
台
帳
控

簿
」、
川
端
論
文
参
照
）
と
照
合
す
る
に
、
神
戸
市
立
図
書
館
へ
は
昭
和
十
三
年
四
月

に
初
め
て
寄
贈
記
載
が
あ
り
、
昭
和
二
十
一
年
七
月
に
記
載
を
終
え
て
い
る
。「
成
田

図
書
館
」
へ
の
寄
贈
時
期
と
一
年
余
り
し
か
交
錯
し
な
い
こ
と
も
特
徴
と
し
て
あ
げ
る

こ
と
が
出
来
よ
う
か
。

忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
は
そ
も
そ
も
忍
頂
寺
務
そ
の
人
の
手
許
に
持
ち
続
け
た
書
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冊
・
原
稿
な
ど
で
あ
っ
た
（
神
戸
市
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
川
端
論
文
を
参
照
さ
れ
た

い
）。「
成
田
図
書
館
」
の
場
合
、
忍
頂
寺
務
自
身
の
草
稿
な
ど
は
確
認
で
き
ず
、
会

員
頒
布
の
非
売
品
を
含
め
、
出
版
さ
れ
た
書
冊
が
大
半
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
な
か
に
は
『
久
恒
翁
採
録
』
二
十
五
巻
、『
北
海
道
関
係
文
書
』
と

い
う
よ
う
に
、
久
恒
翁
自
筆
・
忍
頂
寺
務
製
本
の
冊
子
が
含
ま
れ
て
い
る
。
忍
頂
寺
文

庫
所
蔵
『
久
恒
翁
採
録
』
五
点
、
神
戸
市
立
図
書
館
『
久
恒
翁
採
録
』
四
十
巻
と
併
せ

て
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
『
久
恒
翁
採
録
』
全
七
十
巻
が
今
日
現
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
何
よ
り
も
特
筆
す
べ
き
は
七
世
市
川
団
十
郎
に
よ
る
『
遠
々
見
ま
す
』
と
『
し

も
ふ
さ
身
旅
喰
』
の
存
在
で
あ
ろ
う
か
。
両
書
に
つ
い
て
は
務
自
身
、「
七
代
目
団
十

郎
の
配
り
本
」（『
書
物
展
望
』
第
一
巻
第
四
号
、
昭
和
六
年
十
月
刊
）、「
し
も
ふ
さ

身
旅
喰
」（『
書
物
展
望
』
第
九
巻
第
七
号
、
昭
和
十
四
年
七
月
刊
、
同
年
四
月
二
十

五
日
脱
稿
）
と
い
う
論
考
で
考
察
を
加
え
て
お
り
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
り
た
い
。

な
お
、
こ
の
二
点
と
も
ど
も
、
飯
倉
洋
一
、
篗
田
将
樹
両
氏
に
よ
り
「
翻
刻

忍
頂
寺
文
庫
蔵

七
代
目
団
十
郎
の
配
り
本
二
種
」
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
研
究
報
告
書
『
忍
頂
寺
文
庫
・
小

野
文
庫
の
研
究
』
二
〇
〇
六
年
三
月
）。
ま
た
同
誌
に
、
福
田
安
典
氏
の
論
考
「
団
十
郎
と
忍
頂

寺
務
―
新
出
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
―
」
が
あ
り
、
成
田
図
書
館
と
の
関
わ
り
を
巡
る
言
及
が
あ
る
。

他
に
も
「
兵
庫
県
民
俗
資
料
」
や
、
謄
写
版
印
刷
雑
誌
と
し
て
夙
に
有
名
な
「
富
士

の
や
文
庫
」
も
、
数
点
欠
号
あ
る
も
の
の
纏
ま
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
所
蔵

リ
ス
ト
を
呈
示
し
た
上
で
、
そ
う
し
た
書
冊
中
に
あ
る
務
書
き
入
れ
の
指
摘
、
な
ら
び

に
特
に
注
目
し
た
書
冊
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

成

田

山

仏

教

図

書

館

所

蔵

一

覧

以
下
の
表
は
、
成
田
山
仏
教
図
書
館
所
蔵
デ
ー
タ
中
、
忍
頂
寺
務
寄
贈
が
確
認
で
き

た
も
の
に
関
し
作
成
し
た
一
覧
表
で
あ
る
。
デ
ー
タ
に
記
載
し
た
の
は
受
入
年
月
日
、

書
名
、
著
編
者
名
、
請
求
記
号
、
出
版
年
、
備
考
と
し
て
冊
数
・
出
版
社
・
価
格
等
の

各
情
報
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
二
〇
一
一
年
二
月
二
五
・
二
六
日
の
二
日
間
で
稿
者
が

実
見
の
う
え
確
認
し
た
（
忽
卒
の
間
に
確
認
し
た
も
の
ゆ
え
、
あ
る
い
は
誤
り
も
あ
る
か
も
知

れ
ぬ
。
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
）。
一
覧
表
で
は
図
版
を
呈
示
し
づ
ら
い
た
め
、
今
二
点
掲

げ
て
お
く
。

図
版
１

寄
贈
（
受
入
）
図
書
印

図
版
２

忍
頂
寺
務
自
筆
題
簽
『
し
も
ふ
さ
身
旅
喰
』
帙
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受入年月

日
図書名 著者等 図書番号 刊記 出版社 備考

T13.3.24
大江戸之研究延寿清話第1～

11輯（合綴本）
忍頂寺務編 3919－0004 （省略） ―

「望洋楼章」印あり、二

号T13.4.23寄贈、以下印

なし、非売品、製本は成

田図書館（私立成田図書

館）による。合綴１冊

S2.8.14

自己暗示に応答する吾人の

一大潜在力（独りで病を治

す法）

西村祐辨 029－0097 T15.11.15 警醒社 １円、再版

S6.5.29 産業合理化図表選
平井泰太郎

編

に9006－

0001
S5.5.18

ぐろりあ　そさ

えて
３０銭

S8.1.16 心中くどき二十種 忍頂寺務編
ろ2149－

0001
― 私家版 謄写刷、非売品

******

富士のや草紙

2～5，9，10，12～18，20～

36，38，謄写刷残

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001
富士のや文庫

謄写刷、非売品、37は所

在不明、19「佐渡」は阪

大小野文庫所蔵

（918.5/ONO/222）

S8.3.3
名物とおもちや（富士のや

草紙2）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－002
T14.10.31 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.3 藤咲く頃（富士のや草紙3）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－003
T15.6.7 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.3
因伯玩具1．2（富士のや草

紙4.10）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－004
T15.9.24 富士のや文庫

謄写刷、非売品、10号は

S2.7.23刊、各１冊

S8.3.3 東海道（富士のや草紙5）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－005
T15.10.31 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.3 手壺（富士のや草紙9）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－009
S2.6.15 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.3
不明堂小伝（富士のや草紙

12）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－012
S2.8.30 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.3
紅隈歓語（富士のや草紙

13）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－013
S2.11.20 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.3
松の雫（仮表紙題「市川水

の流」）
松岡一男編

ろ3916－

0001
S7.10.28

みどり屋（名古

屋）
謄写刷、非売品

S8.3.3 伐株出土古墳図録
板愈良（龍

斎）

ろ4104－

0002
S2.2.2 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4
美徳山記行（富士のや文

庫）

板愈良（龍

斎）

ち6330－

0001
S3.8.25 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4 無礙光（富士のや文庫）
板愈良（龍

斎）

ち6900－

0001
S3.12.20 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4 魚硯（富士のや草紙14）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－014
S3.3.7 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4
鵲を見る日（富士のや草紙

15）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－015
S6.6.22 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4
江戸姉さま（富士のや草紙

16）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－016
S3.8.23 富士のや文庫 謄写刷、非売品
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受入年月

日
図書名 著者等 図書番号 刊記 出版社 備考

S8.3.4
安来千軒（富士のや草紙

17）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－017
S3.9.20 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4 柳娘（富士のや草紙18）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－018
S3.9.25 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4 碧壷歓（富士のや草紙20）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－020
S4.2.20 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4
瑞色春七草（富士のや草紙

21）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－021
S4.2.28 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4 道成寺（富士のや草紙22）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－022
S4.8.5 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4
一畳亭米山（富士のや草紙

23）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－023
S4.8.16 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4
薔薇の頬（富士のや草紙

24）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－024
S4.10.18 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4 丹鹿帖（富士のや草紙25）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－025
S4.11.30 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4 紫草帖（富士のや草紙26）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－026
S5.1.31 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4 白馬帖（富士のや草紙27）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－027
S5.7.15 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4 鳥上峰（富士のや草紙28）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－028
S6.7.3 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4
草にそよぐ（富士のや草紙

29）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－029
S6.9.21 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4
人形浄瑠璃覚帳（富士のや

草紙30）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－030
S6.10.8 富士のや文庫

謄写刷、非売品、板龍斎

宛淡路島守書簡

（S5.1.25）掲載

S8.3.4
天筆和合楽（富士のや草紙

31）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－031
S7.3.8 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4 松風帖（富士のや草紙32）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－032
S7.6.10 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4
播磨屋仏草（富士のや草紙

33）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－033
S7.7.15 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4 青鳩調（富士のや草紙34）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－034
S7.8.10 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4
柳もやう（富士のや草紙

35）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－035
S7.9.25 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.3.4 魚拓（富士のや草紙36）
板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－036
S7.11.20 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S8.11.16 文献第三輯 桂又三郎
ろ0115－

0001
S2.12.5

文献研究会（岡

山）
謄写刷
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受入年月

日
図書名 著者等 図書番号 刊記 出版社 備考

S8.11.16 江戸往来第四号 松川弘太郎
ろ2105－

0001
S2.12.5 江戸文芸同好会

謄写刷、20銭、務論文

「センボ追考」掲載

S9.5.20 潮来舟 忍頂寺務編 2145－0004 ― 私家版 謄写刷、非売品

S9.5.20 郷土童謡集 平松朝夫編 2550－0002 S8.2.20
大阪池田師範学

校
謄写刷、非売品

S9.5.20
敵討崇禅寺馬場（郷土史談

第一編）
後藤捷一編 4159－0003 S7.11.25 ― 非売品

S9.5.20 銭屋事件詮議留 ― 5017－0001 S7.7.5
石川県図書館協

会
改装本

S9.5.20 家蔵楠公関係書目 川島右次
に0130－

0003
S8.7.12 私家版 非売品、同好頒布四十部

S10.3.25
木戸公遺蹟久畑の関碑記念

帖
広戸正義編 015－1373 S6.10.10 出石郡教育会 非売品

S10.3.25 家宝連瑾

石天基（前

川清二校

正）

1745－0003 S8.11.19 松風軒（神戸） 非売品

S10.3.25 東西談 前川清二
へ0940－

0001
S9.6.23

私家版（武庫

川）
非売品、著者謹呈本

S10.3.25 今昔談 前川清二
へ0940－

0002
S5.12.1

ぐろりあ　そさ

えて
著者謹呈本

S10.3.25 神儒偶談
慈雲飲光尊

師

へ1111－

0001
S6.11.25 高貴寺 再版

S10.3.25
萌黄綸子（富士のや草紙

38）

板愈良（龍

斎）

ろ0560－

0001－038
S8.4.30 富士のや文庫 謄写刷、非売品

S10.3.25 宮観院追遠集
大久保誠一

郎

ろ2128－

0002
M29.10.8 ― ※井伊直弼37回忌追遠

S10.9.25 深みとり
高木展為ほ

か

ろ2128－

0003
M25.8.2

故井伊直弼朝臣

祭典事務所
非売品

S11.3.3 関東兵衛第一 松川弘太郎 6631－0003 S9.1.1 江戸採訪会

謄写刷、相州くげ沼郷土

研究同志会・江戸採訪会

雑誌

S11.3.3 関東兵衛第二 松川弘太郎 6631－0003 S9.2.1 江戸採訪会
謄写刷、後ろ表紙に務書

入あり

S11.3.3 関東兵衛第三 松川弘太郎 6631－0003 S9.6.1 江戸採訪会 謄写刷

S11.3.3 関東兵衛第四 松川弘太郎 6631－0003 S9.11.15 江戸採訪会 謄写刷

S11.6.3 旧夢会津白虎隊 永岡清治 4150－0005 ― ― 改装本

S11.6.3 燕庵遺稿及追憶篇
武井三代吉

稿
4430－0118 S9.12.27

原田甚四郎（西

宮市）
非売品

S11.6.3 贈従五位入沢恭平先生日記 入沢達吉編 4430－0158 T13.8.1 ― 非売品
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受入年月

日
図書名 著者等 図書番号 刊記 出版社 備考

S11.6.3 蝦夷物語
渡辺タカシ

録記

ろ4188－

0001
S10.11 ―

謄写刷、高田嘉兵衛事蹟

を記す

S11.10.15
新釈和歌叢書外編民謡小唄

新釈
松村英一 2145－0010 S2.2.20 紅玉堂書店 改装、85銭

S11.10.15 銀座解剖図変遷史篇 石角春之助 4611－0010 S9.7.30 丸之内出版 1円20銭

S11.10.15 完成記念浜町誌
区画整理完

成記念会編
4611－0012 S2.11.12

第十二地区土地

区画整理完成記

念会

非売品

S11.10.15 兵庫県郷土美談
兵庫県郷土

史研究会
4645－0007 S3.8.30 創生社 第10版、30銭

S11.10.15 馬関土産　一名馬関繁昌記

雪松堂主人

（宮崎勇

熊）

4653－0003 M30.1.13 馬関山名曲江堂 書票「森谷書房」

S11.10.15
白山花街廿周年きねん　白

山繁昌記
島田豊三編 6635－0005 S7.12.25

白山三業株式会

社
2円50銭

S11.12.13 兵庫県民俗資料1
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S7.5.10

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 兵庫県民俗資料2
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S7.6.1

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 兵庫県民俗資料3
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S7.7.15

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 兵庫県民俗資料4
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S7.8.30

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 兵庫県民俗資料5
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S7.9.25

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 兵庫県民俗資料6
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S7.11.10

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 兵庫県民俗資料7
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S7.12.1

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 兵庫県民俗資料8
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S8.2.10

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 兵庫県民俗資料9
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S8.5.20

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 兵庫県民俗資料11
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S8.9.4

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 兵庫県民俗資料13
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S9.4.1

兵庫県民俗研究

会

なかに一枚刷「楠公資料

展覧会出品目録」（4月5

日より11日まで、神戸そ

ごう、主催大阪毎日新聞

社）
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受入年月

日
図書名 著者等 図書番号 刊記 出版社 備考

S11.12.13 兵庫県民俗資料14
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S9.7.25

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 兵庫県民俗資料15
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S9.11.15

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 兵庫県民俗資料16
兵庫県民俗

研究会編
4104－0013 S10.2.10

兵庫県民俗研究

会

S11.12.13 皇室御紋章之起源 河内祐憲 4498－0003 T13.9.30 御紋章鑚仰会 第2版、非売品

S11.12.13 蹇蹇録 陸奥宗光 5208－0002 ― ― M28跋

S11.12.13 展観目録
古書趣味の

会編

ろ0130－

0006
S3.8.12 古書趣味の会 忍頂寺洒落本十種出品

S11.12.13
趣味叢書第十三編　覗き眼

鏡口上歌　
河本正義

ろ3990－

0001
S10.1.1 土俗趣味社 謄写刷、非売品

S12.4.2 初台雑記 三宅雪嶺 0912－89 S11.11.25 秀文閣書房 書票「東京神田三省堂」

S12.4.2 風月談 前川清二編
へ0940－

0003
―

養真書屋（神戸

御影）
非売品

S12.4.2
住吉大社御文庫貴重図書目

録
―

ろ0130－

0005
S8.5.20

大阪書林御文庫

講
非売品

S12.7.25 淡路方言資料 玉岡松一郎 2843―0002 S8.7.27 兵庫民俗研究会 謄写刷

S12.7.25 明治の演劇 秋庭太郎 3916－0007 S12.3.15 中西書房 著者謹呈本、50銭

S12.7.25 新風土記叢書１　大阪 宇野浩二 4643－0003 S11.4.4 小山書店
書票「阪急百貨店書籍

部」

S12.9.17 神戸事変と瀧善三郎 蔵知矩 4184－0003 S12.7.15 岡山堅石園 川嶋右次序文、80銭

S12.9.17 明治好音集
岡部啓五郎

編

ろ2010－

0002
M8.3 太田金右衛門

S12.12.22 淡路古城記

畠田藤左衛

門著、川嶋

禾舟識

4184－0004 S12.10.1 川嶋右次 謄写刷、非売品

S12.12.22 東北遊 藜藋庵青岐
ろ2138－

0001
（寛政8） ― 謄写刷、淡路出身俳人

S12.12.22 巨鼇山房集後編
福厳寺滝宜

睦

ろ2217－

0001
S12.7.18 ― 非売品

S12.12.22 志士一定文八伝
山口幸三郎

撰

ろ4430－

0006
S12.7.10 ―

非売品、一定文八は淡路

出身

S13.7.10 舞踊芸話
坂東三津五

郎
3927－0004 S12.2.20 建設社 4円80銭
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受入年月

日
図書名 著者等 図書番号 刊記 出版社 備考

S13.7.10 （久恒翁採存1）神楽の由来 小笠原久恒
ろ2140－

0001－001
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10 （久恒翁採存2）歌垣 小笠原久恒
ろ2140―

0001－002
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10 （久恒翁採存3）猿楽 小笠原久恒
ろ2140－

0001－003
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10 （久恒翁採存4）田楽 小笠原久恒
ろ2140－

0001－004
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10
（久恒翁採存5）白拍子・延

年舞
小笠原久恒

ろ2140－

0001－005
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10 （久恒翁採存6）空也念仏 小笠原久恒
ろ2140－

0001－006
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10 （久恒翁採存7）箏曲 小笠原久恒
ろ2140－

0001－007
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10 （久恒翁採存8）三味線 小笠原久恒
ろ2410－

0001－008
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10
（久恒翁採存9）流行唄の変

遷
小笠原久恒

ろ2140－

0001－009
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10
（久恒翁採存10）弄斎投節

等
小笠原久恒

ろ2140－

0001－010
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10 （久恒翁採存11）壬生狂言 小笠原久恒
ろ2140－

0001－011
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10 （久恒翁採存12）踊歌 小笠原久恒
ろ2140－

0001－012
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10 （久恒翁採存13）獅子舞 小笠原久恒
ろ2140－

0001－013
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10
（久恒翁採存14）猿舞・万

歳
小笠原久恒

ろ2140－

0001－014
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10
（久恒翁採存15）住吉踊其

他
小笠原久恒

ろ2140－

0001－015
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用

S13.7.10 北海道関係文書 小笠原久恒
ろ4188－

0002
― ― 2冊

S13.12.13 訓蒙耶蘇物語 キリスト 1308－0013 M14.3 ―
15銭、「忍頂寺蔵書章」

印

S13.12.13 支那小説史
魯迅著、増

田渉訳
2474－0001 S10.7.24 サイレン社

5円、書票「高田書店」

（神戸元町）

S13.12.13
外国通信便覧―外国電報と

国際電話―

国際電気通

信株式会社
8900－0002 ― 非売品

S14.2.24 山崎闇斎と其門流 伝記学会編 1831－0006 S13.1.10 明治書房
2円80銭、書票「Fuzambo

　Tokyo」

S14.2.24 三木戦史 小阪恒三郎 4184－0007 S13.2.5 三木町役場 非売品
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受入年月

日
図書名 著者等 図書番号 刊記 出版社 備考

S14.2.24 警察と社会の表裏観 高橋重蔵 5154－0005 S13.11.5 警眼社 4版、1円

S14.5.18 雨安居荘雑筆

伊庭孝遺

著、堀内敬

三編

3809－0003 S12.3.21 信正社
2円、書票「文砦書房」

（神戸市灘区）

S14.5.18 贈正五位鈴木重胤真人物 樹下快淳編 4430－0169 S14.3.1 遺風顕彰会
8版、非売品、鈴木重胤

は淡路出身

S14.5.18 為学要説 三宅尚斎
ろ1834－

0001
S11.7.1 虎文斎

S14.5.18 黄庵詩文 中川黄庵
ろ2204－

0005
S14.1.16 虎文斎

再版、中川黄庵は淡路の

人

S14.7.11 時代小説評判記 三田村鳶魚 2419－0003 S14.4.25 梧桐書院 1円80銭

S14.7.11 （久恒翁採存16）女歌舞伎 小笠原久恒
ろ2140－

0001－016
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用　、題

簽には巻番号なし

S14.7.11 （久恒翁採存17）人形芝居 小笠原久恒
ろ2140－

0001－017
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用　、題

簽には巻番号なし

S14.7.11
（久恒翁採存18）「人形つ

かひ」
小笠原久恒

ろ2140－

0001－018
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用　、題

簽には巻番号なし

S14.7.11
（久恒翁採存19）舞台と道

具
小笠原久恒

ろ2140－

0001－019
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用　、題

簽には巻番号なし

S14.7.11 （久恒翁採存20）近松研究 小笠原久恒
ろ2140－

0001－020
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用　、題

簽には巻番号なし

S14.7.11 （久恒翁採存21）近松以後 小笠原久恒
ろ2140－

0001－021
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用　、題

簽には巻番号なし

S14.7.11 （久恒翁採存22）説教節 小笠原久恒
ろ2140－

0001－022
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用　、題

簽には巻番号なし

S14.7.11 （久恒翁採存23）祭文 小笠原久恒
ろ2140－

0001－023
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用　、題

簽には巻番号なし

S14.7.11 （久恒翁採存24）豊後節 小笠原久恒
ろ2140－

0001－024
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用　、題

簽には巻番号なし
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《
１
》

『
久
恒
翁
採
存
』『
北
海
道
関
係
文
書
』

『
久
恒
翁
採
存
』
全
二
十
五
冊
は
、
昭
和
十
三
年
七
月
に
十
五
冊
、
昭
和
十
四
年
七

月
に
十
冊
と
二
度
に
分
け
て
「
成
田
図
書
館
」
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
大
学
所
蔵
『
久
恒
翁
採
存
』
五
冊
の
う
ち
「
国
歌
総
目
録
」(

一
〇
八
―
一)

冒

頭
に
は
忍
頂
寺
務
に
よ
り
全
体
目
録
等
が
記
さ
れ
る
が
、
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

一
、
久
恒
翁
採
存

七
十
巻

内
四
十
巻

昭
和
十
三
年
四
月
六
日

神
戸
市
立
図
書
館
に
寄
贈
す

残
り
三
十
巻

静
村
文
庫
保
有
す

○
印
十
五
冊
成
田
寄
付

昭
和
十
三
年
六
月
廿
日

（
一
部
略
）

一
、
北
海
道
関
係
文
書

二
巻

成
田
図
書
館
へ
寄
贈
す

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
成
田
図
書
館
」
の
寄
贈
印
は
受
入
の
時
期
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
り
、「
昭
和
十
三
年
六
月
廿
日
」
と
い
う
記
載
は
、
最
初
に
成
田
図
書
館
へ
務

が
送
付
し
た
日
時
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
同
十
三
年
六
月
に
、
務
は
成
田
図
書
館
へ
寄

贈
し
た
『
北
海
道
関
係
文
書
』
に
附
記
（
自
筆
）
を
残
し
て
い
る
。
第
二
冊
目
後
ろ
表

紙
見
返
し
部
に
あ
る
附
記
を
引
い
て
お
こ
う
。

本
書
弐
冊

元
北
海
道
庁
文
書
課
長
小
笠
原
久
恒
翁
ノ
蔵
書
也
原
稿
の
多
く
は
仝

受入年月

日
図書名 著者等 図書番号 刊記 出版社 備考

S14.7.11 （久恒翁採存25）振付 小笠原久恒
ろ2140－

0001－025
― ―

天王寺吾東紙店用箋、天

・小出用箋等使用　、題

簽には巻番号なし

S14.7.11 綽山吟章 裕山堂主人
ろ2216－

0026
天保8刊 甘雨亭蔵

S14.11.4 しもふさ身旅喰 付解説
市川団十郎

（七世）

ろ0048－

0013
天保13.9

幡谷村成田屋七

左衛門刊

「忍頂寺蔵書章」印、帙

題簽は務自筆、「付解

説」は務論文抜刷

S14.11.4寄贈、抜刷表紙

に務により「しもふさ　

身旅喰　忍頂寺静村著」

と記載あり。、現在書道

美術館保管・貴重書、解

説と併せ２冊

S17.3.26 遠々見ます
市川団十郎

（七世）

ろ0048－

0010
天保3刊 ―

受入区分に「購入」とあ

り。但し寄贈印

不明 播磨の鬼追 河本正義 6633－0005 S8.5.15
兵庫県民俗研究

会

ペン書「寄贈忍頂寺務

氏」
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氏
起
草
に
係
る
と
云
ふ
、
仝
人
逝
去
後
、
古
本
屋
に
散
佚
せ
し
を
購
求
し
て
新
た

に
製
本
せ
し
も
の
な
り

昭
和
十
三
年
六
月

印
〔
忍
頂
寺
蔵
書
章
〕

こ
の
記
述
に
拠
れ
ば
、
古
本
屋
に
散
逸
し
て
い
た
も
の
を
購
求
し
、
わ
ざ
わ
ざ
製
本
を

施
し
た
う
え
で
寄
贈
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
一
の
体
裁
（
朱
表
紙
）
に
よ
り
『
久

恒
翁
採
存
』
も
製
本
さ
れ
て
お
り
、
両
書
と
も
ど
も
、
す
べ
て
務
に
よ
り
取
り
纏
め
ら

れ
製
本
に
付
さ
れ
た
と
考
え
て
宜
し
か
ろ
う
。

小
笠
原
久
恒
翁
に
つ
い
て
は
、『
久
恒
翁
採
存
』
各
冊
冒
頭
に
記
さ
れ
た
活
版
刷
文

書
―
署
名
は
な
い
が
忍
頂
寺
務
と
目
さ
れ
る
―
に
詳
述
さ
れ
る
。

本
書
は
小
笠
原
久
恒
老
人
の
筆
録
な
り
、
翁
は
弘
化
三
年
淡
路
国
洲
本
に
産
る
、

旧
阿
波
藩
の
洲
本
城
代
家
老
稲
田
九
郎
兵
衛
家
（
現
男
爵
）
の
士
臣
な
り
、
初
め

守
井
新
助
と
称
し
、
後
に
小
笠
原
少
と
改
む
、
明
治
三
年
稲
田
騒
動
あ
り
、
同
四

年
主
家
の
日
高
国
静
内
郡
に
移
住
を
命
ぜ
ら
る
ゝ
や
、
之
に
随
従
し
て
北
海
道
に

転
じ
、
開
墾
事
務
所
役
人
と
し
て
、
産
物
局
主
務
（
三
級
五
両
）
に
任
ぜ
ら
る
、

晩
年
大
阪
市
天
王
寺
区
南
和
園
に
閑
居
し
、又
神
戸
市
平
野
祇
園
に
隠
棲
せ
し
が
、

昭
和
十
二
年
此
処
に
て
死
去
す
、
享
年
九
十
二
歳
、
父
は
守
井
攀
と
云
ひ
、
久
儔

と
号
す
、
徳
島
の
竹
内
家
よ
り
入
籍
し
た
る
人
に
し
て
、
篠
崎
小
竹
、
藤
谷
竹
渓

な
ど
ゝ
交
友
あ
り
き
、
母
は
守
井
氏
、
そ
の
名
を
詳
に
せ
ず

昭
和
十
二
年
十
二
月
十
二
日
記

『
久
恒
翁
採
存
』
を
み
る
に
、
久
恒
翁
に
よ
り
、「
天
王
寺
吾
東
紙
店
用
箋
」「
天
・

小
出
用
箋
」
等
の
用
箋
を
用
い
て
筆
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
晩
年
、
大
阪
市
天
王
寺
区

に
閑
居
し
て
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
し
い
。
淡
路
出
身
の
小
笠
原
久
恒
は
、
そ
の

父
が
篠
崎
小
竹
な
ど
と
も
交
友
あ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
て
も
、
務
に
と
っ

て
ゆ
か
し
い
人
物
だ
っ
た
と
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

『
北
海
道
関
係
文
書
』
二
冊
の
内
容
で
あ
る
が
、「
北
海
道
開
拓
始
末
」
や
「
北
海

道
開
拓
意
見
具
申
書
」、
明
治
二
十
四
年
六
月
十
一
日
付
総
理
大
臣
松
方
正
義
等
宛
北

海
道
庁
長
官
永
山
武
四
郎
文
書
の
起
草
案
数
種
な
ど
、北
海
道
庁
文
書
課
長
職
と
し
て
、

当
時
の
公
文
書
の
下
書
き
を
担
っ
た
久
恒
が
、
退
職
後
も
保
管
し
て
い
た
文
書
類
な
ど

が
取
り
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
開
拓
事
業
に
関
す
る
当
時
の
状
況
を
伺
い
得
る
貴
重
な
資

料
と
言
え
る
。

《
２
》

「
富
士
の
や
草
紙
」
に
つ
い
て
―
務
と
板
愈
良
―

成
田
図
書
館
に
纏
ま
っ
て
所
蔵
さ
れ
る
「
富
士
の
や
草
紙
」
三
十
一
冊
（
全
三
十
九

冊
の
う
ち
）、
な
ら
び
に
そ
の
別
集
「
富
士
の
や
文
庫
」
三
冊
は
、
一
冊
一
冊
の
特
集

も
愉
し
く
、
謄
写
版
多
色
刷
の
美
し
い
個
人
刊
行
雑
誌
で
あ
る
。
発
行
者
の
板
愈
良
は
、

ま
さ
よ
し

む
し
ろ
孔
版
画
家
・
玩
具
収
集
家
の
板
祐
生
と
云
う
方
が
有
名
か
も
し
れ
な
い
。
平
成

七
年
に
開
館
し
た
「
祐
生
出
会
い
の
館
」（
鳥
取
県
西
伯
郡
南
部
町
下
中
谷
一
〇
〇
八
）

に
は
、
祐
生
の
謄
写
多
色
刷
の
作
品
（
蔵
書
票
・
絵
暦
な
ど
）
や
蒐
集
し
た
ポ
ス
タ
ー

・
郷
土
玩
具
な
ど
が
展
示
公
開
さ
れ
て
い
る
。
祐
生
（
本
名
愈
良
、
龍
斎
と
も
号
す
）

に
つ
い
て
は
、
山
口
昌
男
『
内
田
魯
庵
山
脈
』（
二
〇
〇
一
年
昌
文
社
、
の
ち
二
〇
一

〇
年
岩
波
現
代
文
庫
）
に
「
尋
常
小
学
校
分
教
場
の
趣
味
宇
宙
」
と
題
し
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
言
を
借
り
る
な
ら
ば
、
祐
生
は
「
蒐
集
の
精
神
、
そ
れ
も
、
金
銭
に
か
か

わ
ら
ぬ
レ
ベ
ル
で
の
、
博
物
学
に
お
け
る
大
コ
レ
ク
タ
ー
」
で
あ
っ
た
。
鳥
取
県
西
伯

郡
南
部
町
で
明
治
二
十
二
年
に
生
ま
れ
、
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
同
地
で
過
ご
し
、
地
元

を
離
れ
な
か
っ
た
と
云
う
。法
勝
寺
尋
常
小
学
校
山
田
谷
分
校
等
の
教
員
生
活
の
傍
ら
、

明
治
の
末
頃
よ
り
当
時
流
行
の
記
念
絵
葉
書
、
古
銭
な
ど
の
蒐
集
を
は
じ
め
、
関
西
を

地
盤
と
す
る
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
「
珍
道
楽
」
と
の
交
流
や
、
三
田
平
凡
寺
（
三
田
林
蔵
）

の
創
設
す
る
と
こ
ろ
の
趣
味
人
の
会
「
我
楽
他
宗
」
に
も
参
加
し
、
い
っ
そ
う
玩
具
そ

の
他
の
蒐
集
に
励
ん
だ
と
さ
れ
る
。
鳥
取
の
地
か
ら
離
れ
ず
、
全
国
の
趣
味
の
友
と
連
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絡
を
取
り
合
う
と
い
う
、
書
簡
等
に
よ
る
交
流
の
中
で
様
々
に
寄
贈
を
う
け
成
立
し
た

の
が
、
四
万
点
に
も
及
ぶ
と
い
う
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
っ
た
。
彼
自
身
、
学
校
の

副
教
材
を
刷
る
の
に
用
い
た
謄
写
版
を
用
い
て
作
品
を
創
作
。
独
自
の
世
界
を
切
り
開

い
た
。
そ
の
な
か
で
個
人
発
行
の
謄
写
版
雑
誌
『
富
士
の
や
草
紙
』
は
、
会
員
頒
布
の

非
売
品
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
巻
末
に
は
常
に
寄
贈
を
う
け
た
書
名
・
品
名
と
そ
の
寄
贈

者
（
応
援
者
）
へ
の
お
礼
の
言
葉
が
列
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
誠
実
な
人
と
な
り
を
覗

い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
務
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の
は
何
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

…
忍
頂
寺
務
氏
は
昨
秋
坪
井
大
人
の
紹
介
に
て
知
遇
を
忝
ふ
し
た
が
、
紅
隈
歓
語

を
見
ら
れ
て
御
秘
蔵
の
演
芸
画
報
の
色
刷
口
絵
を
十
年
間
も
お
貯
へ
に
な
つ
て
一

冊
に
製
本
せ
ら
れ
た
も
の
（
二
百
二
十
余
枚
）
を
割
愛
せ
ら
れ
。
又
歌
舞
伎
研
究

を
十
二
、
十
三
、
十
四
、
十
五
、
十
七
、
十
八
の
六
冊
其
他
彗
星
、
東
京
新
誌
等

を
寄
せ
ら
れ
て
富
士
の
や
の
為
め
に
声
援
激
励
を
し
て
頂
い
た
こ
と
は
肝
銘
に
堪

え
ぬ
。（
傍
線
引
用
者
）

『
富
士
の
や
草
紙
』
第
十
四
「
魚
硯
」（
昭
和
三
年
三
月
刊
行
）
巻
末
記
事
か
ら
引
用

し
た
。
文
中
の
「
紅
隈
歓
語
」
は
『
富
士
の
や
草
紙
』
第
十
二
「
紅
隈
歓
語
」（
昭
和

二
年
十
一
月
刊
）
の
こ
と
。
同
誌
に
坪
井
禿
山
「
隈
取
小
話
」
と
い
う
小
論
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
坪
井
か
ら
の
紹
介
を
う
け
て
交
流
が
始
ま
っ
た
よ
う
だ
。
直
ぐ
に
務

は
『
演
芸
画
報
』
色
刷
口
絵
集
の
製
本
し
た
も
の
、「
歌
舞
伎
研
究
」「
彗
星
」「
東
京

新
誌
」
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
る
。

こ
の
『
富
士
の
や
草
紙
』
第
十
二
「
紅
隈
歓
語
」
は
、
昭
和
二
年
八
月
、
鳥
取
県
米

子
の
朝
日
座
で
松
本
幸
四
郎
や
実
川
延
若
を
は
じ
め
と
す
る
東
西
歌
舞
伎
の
一
座
の
山

陰
巡
業
を
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ
た
冊
子
で
あ
っ
た
。「
昨
秋
坪
井
大
人
の

紹
介
に
て
知
遇
を
忝
ふ
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
務
は
、
第
十
二
「
紅
隈
歓
語
」
刊
行

以
降
の
「
声
援
激
励
」
者
で
あ
っ
た
。
成
田
山
仏
教
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
第
二
〜
五
、

九
、
十
の
六
冊
は
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
と
し
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
十
二
巻
以

降
で
三
十
七
、
三
十
九
巻
は
未
詳
。
第
十
九
巻
「
佐
渡
」
は
現
在
、
大
阪
大
学
図
書
館

小
野
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、『
富
士
の
や
草
紙
』
末
尾
記
載
に
確
認
し
え
た
務
寄
贈
の
書
冊
を
掲
載
し
て

お
く
。
成
田
仏
教
図
書
館
所
蔵
本
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
点
、
な
ら
び
に
忽
卒
の
間

に
確
認
し
た
も
の
ゆ
え
、
遺
漏
も
あ
る
こ
と
は
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
（「
…
」
は
他
者

の
寄
贈
紹
介
等
の
た
め
省
略
し
た
こ
と
を
示
す
）。

◆
富
士
の
や
草
紙
第
十
八
「
柳
娘
」（
昭
和
三
年
九
月
刊
行
）

趣
味
喜
録

書
冊
誌
御
寄
贈
御
礼

▽
浮
世
絵
三
号
《
忍
頂
寺
務
氏
》
…
▽
彗

星
四
月
号
。
歌
舞
伎
研
究
《
忍
頂
寺
務
氏
》
…
▽
歌
舞
伎
研
究
廿
三
輯
《
忍
頂

寺
務
氏
》
…
以
上
五
月
中

▽
東
京
新
誌
、
彗
星
五
月
号
、
医
文
学
三
十
三
、

三
十
四
《
忍
頂
寺
務
氏
》
…
以
上
六
月
中

▽
戊
辰
展
目
録
外
数
種
、
彗
星
六

月
号
《
忍
頂
寺
務
氏
》
…
以
上
七
月
中

▽
彗
星
八
月
号
《
忍
頂
寺
務
氏
》
…

以
上
八
月
中

◆
富
士
の
や
草
紙
第
貳
拾
「
碧
壺
歓
」（
昭
和
四
年
二
月
刊
行
）

…
こ
の
つ
ま
ら
ぬ
富
士
の
や
を
喜
ば
せ
る
た
め
、
い
ろ
／
＼
の
趣
味
品
を
お
め

ぐ
み
下
さ
つ
た
方
々
…
只
氏
名
を
拝
記
し
て
お
礼
に
代
へ
ま
す
。
昨
年
五
月
よ

り
十
二
月
に
亘
り
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
…
△
忍
頂
寺
務
氏

◆
富
士
の
や
草
紙
第
二
十
七
「
白
馬
帖
」（
昭
和
五
年
七
月
刊
）

「
昭
和
四
年
を
回
顧
し
て
」
書
籍
及
雑
誌

△
演
芸
叢
誌

忍
頂
寺
務
氏
…
△

彗
星
（
江
戸
生
活
研
究
）
三
年
ノ
七
、
十
一
、
十
二
、
四
年
一
、
二
、
三
、
四
、

五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
一

忍
頂
寺
務
氏

雑

△
外
国
郵
券

忍
頂
寺
務
氏

◆
富
士
の
や
草
紙
第
三
十
一
「
天
筆
和
合
楽
」（
昭
和
七
年
三
月
刊
）

◎
忍
頂
寺
務
氏

彗
星
（
十
二
月
号
、
一
月
号
）。
医
文
学
。
天
神
信
仰
と
浮
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世
絵
。
江
戸
文
化
。
海
の
日
本
。
其
他
諸
誌
。

◆
富
士
乃
屋
草
紙
第
三
十
四
「
青
鳩
調
」（
昭
和
七
年
八
月
刊
）

□
忍
頂
寺
務
氏

歌
舞
伎
隈
取
大
観
（
高
級
美
本
）。
各
種
雑
誌
。

◆
富
士
の
や
草
紙
第
三
十
六
「
魚
拓
」（
昭
和
七
年
十
一
月
刊
）

◎
海
の
日
本
其
他
―
忍
頂
寺
務
氏
…
仝
氏
御
写
真
・
日
本
及
日
本
人
二
冊
―
忍

頂
寺
務
氏

◆
富
士
の
や
草
紙
第
三
十
八
「
萌
黄
綸
子
」（
昭
和
八
年
四
月
刊
）

△
心
中
く
ど
き
―
忍
頂
寺
務
氏

た
と
え
ば
「
外
国
郵
券
」
な
ど
も
板
祐
生
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
貿
易
に
携

わ
っ
て
い
た
務
か
ら
の
寄
贈
も
有
難
く
拝
受
し
た
に
違
い
な
い
。

務
の
文
章
も
『
富
士
の
や
草
紙
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
三
十
号
「
人
形
浄
瑠
璃

覚
帳
」（
昭
和
六
年
九
月
廿
八
日
印
刷
、
昭
和
六
年
十
月
八
日
発
行
）
に
は
三
頁
に
わ

た
り
昭
和
五
年
一
月
廿
五
日
付
、
板
龍
斎
（
註
―
愈
良
）
宛
、
淡
路
島
守
書
簡
が
載
る
。

同
誌
に
は
多
く
の
同
好
が
投
稿
し
て
お
り
、
時
に
は
務
の
例
の
よ
う
に
、
愈
良
（
龍
斎
）

宛
の
私
信
を
も
謄
写
版
に
さ
れ
て
公
に
さ
れ
て
い
る
。
川
崎
巨
泉
や
斎
藤
昌
三
、
坪
内

逍
遙
か
ら
も
寄
贈
を
受
け
て
い
る
。
一
つ
一
つ
そ
の
交
流
（
寄
贈
）
の
事
を
記
述
し
て

い
る
点
は
、
当
時
の
文
化
的
交
流
の
様
相
を
復
元
し
て
い
こ
う
と
す
る
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
貴
重
な
情
報
に
溢
れ
て
い
る
と
言
っ
て
宜
い
。
昭
和
前
期
に
お
け
る
文
化
研
究
の

一
つ
の
有
り
様
を
、
板
祐
生
の
蒐
集
、
な
ら
び
に
謄
写
版
通
信
と
し
て
個
人
誌
の
刊
行

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
忍
頂
寺
務
も
、
そ
う
し
た
板
祐
生
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
支
え
た
支
援
者
の
一
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

《
３
》

書
き
入
れ
、
そ
の
ほ
か

以
下
、
蔵
書
中
、
務
に
よ
る
書
き
入
れ
な
ど
の
あ
る
も
の
三
点
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

○
『
関
東
兵
衛
』
第
二
（
昭
和
九
年
二
月
刊
）
の
後
ろ
表
紙
に
務
に
よ
る
書
入
れ
が
あ

る
。

「
西
鶴
諸
国
は
な
し
」
巻
三
の
五
に
P359

女
房
は
よ
り
取
、
旅
芝
居
の
若
衆
も
く
る
、
は
や
り
哥
の
、
や
ろ
か
し
な
の
ゝ
雪

国
を
う
た
ひ
あ
か
し
て
、
さ
む
ひ
と
も
、
ひ
た
る
ひ
と
も
し
ら
ず
、

○
『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』
四
（
兵
庫
県
民
俗
研
究
会
編
、
昭
和
七
年
八
月
刊
行
）

※
務
に
よ
り
刷
り
の
悪
い
処
に
重
ね
書
、
線
引
あ
り
。

※
掲
載
論
文
中
、
鷲
尾
三
郎
「
武
庫
郡
鳴
尾
村
盆
踊
」
の
文
章
中
、「
音
頭
は
兵

庫
く
ど
き
と
呼
ば
れ
」
の
表
現
に
朱
線
引
。
論
中
に
お
け
る
「
ゑ
び
や
甚
九
」
の

引
用
鼇
頭
に
註
と
し
て
「
▲
原
唄
兵
庫
く
ど
き
」
と
務
自
筆
で
記
す
。

※
同
号
掲
載
、
鷲
尾
三
郎
「
武
庫
郡
越
木
岩
盆
踊
音
頭
」
の
文
中
に
引
用
さ
れ
た

「
坊
主
お
と
し
」
の
引
用
鼇
頭
に
註
と
し
て
「
▲
原
唄
は
兵
庫
く
ど
き
」
に
あ
り

と
自
筆
で
記
す
。

○
抜
き
書
き
で
は
な
い
が
、務
所
蔵
本
が
謄
写
刷
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

務
の
友
人
で
あ
る
川
嶋
右
次
（
禾
舟
）
編
輯
発
行
、
畠
田
藤
左
衛
門
著
『
淡
路
古
城
記
』

謄
写
刷
一
冊
（
昭
和
十
二
年
十
月
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
序
文
に
忍
頂
寺
祖
先
に
関

す
る
記
載
も
確
認
で
き
た
た
め
、
参
考
ま
で
に
引
用
し
て
お
く
。

本
書
の
原
本
は
、
淡
州
浦
村
の
庄
屋
、
畠
田
藤
左
衛
門
の
編
纂
に
し
て
、
忍
頂
寺

務
氏
の
蔵
な
り
。
古
城
記
を
記
載
す
る
こ
と
頗
る
多
く
、
そ
の
記
事
も
亦
之
を
「
味

池
草
」「
淡
路
草
」
な
ど
に
比
す
れ
ば
遙
か
に
詳
細
で
あ
る
。
さ
れ
ば
郷
土
史
の

研
究
資
料
と
し
て
極
め
て
有
益
な
る
を
認
め
ら
る
。

由
来
、
忍
頂
寺
氏
の
祖
先
は
、
摂
津
島
下
郡
忍
頂
寺
村
の
出
で
夙
に
、
淡
路
に
移
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り
志
筑
に
住
す
、
嘗
て
は
戦
場
に
馳
駆
し
、
武
勲
を
輝
か
し
た
祖
先
も
あ
る
。
又

彼
の
頼
山
陽
、
篠
崎
小
竹
な
ど
ゝ
交
游
せ
し
忍
頂
寺
広
業
（
号
、
士
崇
）
は
務
氏

よ
り
三
代
前
の
祖
で
あ
る
、
現
に
是
等
交
友
間
の
尺
牘
は
今
尚
同
氏
の
珍
襲
に
属

す
る
。

本
書
を
印
行
頒
布
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
勿
論
氏
の
厚
意
で
あ
る
が
、
そ
の
努

力
は
一
に
桜
谷
忍
氏
に
負
ふ
処
で
あ
る
。

昭
和
十
二
年
九
月

川
嶋
禾
舟
識

お

わ

り

に

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
務
は
、
架
蔵
の
書
籍
な
ど
を
寄
贈
し
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。

公
共
の
図
書
館
の
み
に
限
ら
な
い
。
本
考
察
の
板
愈
良
や
、
友
人
川
嶋
禾
舟
な
ど
に
も

蔵
書
を
分
か
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
想
像
す
る
に
、
あ
る
い
は
務
自
身

が
『
延
寿
清
話
』
第
一
冊
に
陳
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
拠
り
所
を
覗
い
得
る
の
で
は

な
い
か
。

序
文
の
代
り
に
申
上
ま
す
。

本
書
は
、
私
の
研
究
と
日
記
の
一
部
を
収
録
し
た
、
甚
つ
ま
ら
ぬ
お
粗
末
な
も
の

で
有
り
ま
す
。
元
来
私
は
貿
易
商
で
、
文
学
方
面
は
素
人
の
事
で
す
か
ら
、
相
違

つ
た
言
論
が
多
々
有
る
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
。
も
と
一
個
人
の
秘
記
と
し
て
置
き
た

か
つ
た
の
で
す
が
、
寧
ろ
広
く
御
教
示
を
仰
ぐ
機
会
を
得
て
、
後
に
訂
正
す
る
事

が
出
来
れ
ば
、
却
て
有
難
い
仕
合
せ
と
存
じ
て
、
印
刷
す
る
事
に
し
ま
し
た
。（
略
）

出
版
部
数
は
左
様
な
訳
で
少
な
い
の
で
す
か
ら
、も
し
不
必
要
に
な
り
ま
し
た
ら
、

手
近
の
図
書
館
に
寄
附
す
る
か
、
又
は
郵
税
先
払
ひ
で
、
私
方
へ
送
り
返
し
て
下

さ
れ
度
い
と
存
じ
ま
す
。

大
正
十
三
年
三
月

か
く
い
う
決
意
を
述
べ
た
務
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
身
の
手
許
の
書
籍
な
ど
も
次
々
と

寄
贈
し
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
か
。書
物
に
す
る
こ
と
が
甚
だ
困
難
な
時
代
、

謄
写
版
刷
り
に
せ
よ
、
活
版
刷
り
に
せ
よ
、
そ
の
手
間
と
労
力
、
金
銭
的
負
担
は
相
応

の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
労
苦
を
思
い
知
る
務
な
れ
ば
こ
そ
、
不
必
要
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
棄
て
る
こ
と
な
ど
考
え
る
は
ず
も
な
く
、
寄
贈
先
を
求
め
た
の
で
は
な

か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
と
成
田
図
書
館
へ
の
寄
贈
に
つ
い
て
は
既
に
福
田
安
典
氏
論
考
に

て
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

「
成
田
」
へ
の
寄
贈
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
に
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
成
田
と
い
う
属
性
か
ら
想
起
さ
れ
る
も

の
、
そ
れ
は
や
は
り
団
十
郎
へ
の
追
慕
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
指
摘
で
き
る
の
は
成
田
図
書
館
が
私
立
図
書
館
と
し
て
、
石
川
照
勤
初
代
館
長

の
蔵
書
お
よ
び
全
国
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
図
書
に
よ
っ
て
開
館
し
た
と
い
う
点
で
あ
ろ

う
。
片
々
た
る
資
料
を
ゆ
る
が
せ
に
せ
ず
残
し
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た
側
面
は
、
た
と
え

ば
『
北
海
道
関
係
文
書
』
に
記
さ
れ
た
務
の
文
言
「
古
本
屋
に
散
佚
せ
し
を
購
求
し
て

新
た
に
製
本
せ
し
」
と
い
う
姿
勢
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
営
為
そ
の
も
の
に
、

忍
頂
寺
務
の
、
蔵
書
家
と
し
て
の
一
面
を
垣
間
見
る
の
で
あ
る
。


